
目 次

・・・・・☆もちつき大会報告 ２

☆高輪区民センター出店報告、
・・・・・・・・・実習所報告 ３

・・・・・・・・・・☆虫めがね ４

・・・・・・・・・・☆夕会便り ５

・・☆学習会報告、寄付のお礼 ６

・・・・・・・☆小野塚さん連載 ７

・・☆スケジュール、編集後記 ８

１９９５年８月１０日第三種郵便物認可（毎週一回水曜発行）

２００９年３月２日発行ＳＳＫＳ増刊通巻第４４９９号 風の子便り

２００９年

３
月号

会話補助装置を使って会話中



去
る
一
月
二
十
五
日
（
日
）
に
高
浜
荘
で
毎
年
恒

例
の
餅
つ
き
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
建
物
の
二
階
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
に
餅

つ
き
の
道
具
（
臼
・
杵
な
ど
）
が
二
つ
ず
つ
置
か
れ

て
い
て
高
浜
荘
の
住
民
が
餅
を
力
強
く
つ
い
て
い
た

様
で
す
。
風
の
子
会
か
ら
は
障
害
者
十
五
名
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
六
名
、
職
員
六
名
、
計
二
十
七
名
が
参
加

し
て
順
番
に
餅
を
つ
き
ま
し
た
。
私
は
職
員
の
丸
岡

さ
ん
に
右
腕
を
持
っ
て
も
ら
い

杵
を
持
ち
上
げ

ヨ

、

「

イ
シ
ョ
！
ヨ
イ
シ
ョ
！
」
と
声
を
出
し
て
つ
き
ま
し

た
。
丸
岡
さ
ん
！
有
難
う
！
試
食
は
三
階
の
会
議
室

で
、
住
民
の
人
々
は
美
味
し
そ
う
に
黙
々
と
食
べ
て

い
ま
し
た
。
私
達
は
そ
の
隣
の
三
○
二
号
室

普
段
、

(

寒
い
寒
い
と
思
っ
て
い
て
も
、
春
は
も
う

す
ぐ
そ
こ
ま
で
や
っ
て
き
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
、
元
気
で
春
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

太
田

稔

高
浜
荘

餅
つ
き
大
会

に
参
加
し
ま
し
た
！

風
の
子
会
で
活
動
し
て
い
る
部
屋

で
食
べ
ま
し
た
。

)

餅
は
お
雑
煮
、
き
な
粉
、
あ
ん
こ
、
海
苔
の
四
種
類

で
し
た
。
私
は
こ
の
四
種
類
を
食
べ
て
し
ま
い
、
お

雑
煮
の
中
に
一
個
か
二
個
か
確
認
し
な
い
で
食
べ
、

海
苔
餅
は
二
個
、
き
な
粉
と
あ
ん
こ
は
一
個
ず
つ
全

部
で
五
、
六
個
も
食
べ
て
し
ま
い
、
少
し
食
べ
過
ぎ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
つ
き
た
て
の
餅
は
柔

ら
か
く
て
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
ね
！
午
後
か

ら
は
障
害
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
交
流
会
が
行
わ
れ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
自
己
紹
介
や
障
害
者
の
趣
味
な
ど

を
語
り
合
い
ま
し
た
。

幸

高
史

～
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
感
想
～

も
ち
つ
き
大
会
に
参
加

で
き
て
、
今
年
一
年
が
縁

起
の
良
い
年
に
成
り
そ
う

。

、

な
気
が
し
ま
す

だ
け
ど

お
み
く
じ
は
凶
で
し
た
。

車
椅
子
の
介
助
が
慣
れ
て

い
な
か
っ
た
の
で
、
力
が

入
り
ま
し
た
。
自
分
が
お

手
伝
い
す
る
よ
り
は
、
周

り
に
支
え
ら
れ
た
一
日
で
し
た
。
数
人
の
メ
ン
バ
ー

と
一
緒
に
餅
つ
き
を
さ
せ
て
頂
い
て
、
メ
ン
バ
ー
の

楽
し
そ
う
な
笑
顔
を
見
ら
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。

小
林

和
彦

楽
し
か
っ
た
で
す
。
食
事

・
移
動
介
助
等
が
初
め
て
だ

っ
た
の
で
、
ど
う
や
れ
ば
上

手
く
で
き
る
か
分
か
ら
な
か

っ
た
で
す
。
実
際
や
る
に
あ

た
り
緊
張
し
ま
し
た
。
介
助

は
結
構
難
し
か
っ
た
で
す
。

介
助
し
た
小
野
田
さ
ん
が
全

部
食
べ
て
下
さ
っ
た
の
で
、

嬉
し
か
っ
た
で
す
。

田
島

美
香

餅
つ
き
は
昨
年
高
齢
者
の
セ
ン
タ
ー
で
経
験
し
た

時
は
活
気
が
無
か
っ
た
が
、
こ
こ
の
も
ち
つ
き
大
会

は
活
気
が
あ
っ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
試
食
会
は
つ

、『

』

き
た
て
だ
か
ら
と
て
も
美
味
し
く

○
○
の
切
り
餅

よ
り
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
意
見
と
し
て
、
も
っ
と

手
際
よ
く
蒸
し
て
欲
し
か
っ
た
で
す
。能

代

か
お
る

凄
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。
餅
つ
き
は
臼
も
杵
も
見

る
の
が
初
め
て
で
、
つ
い
て
る
所
も
初
め
て
見
ら
れ

。

。

ま
し
た

つ
き
立
て
の
お
餅
は
美
味
し
か
っ
た
で
す

食
事
介
助
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で

す
が
、
介
助
に
あ
た
っ
た
太
田
稔
さ

ん
が
全
部
食
べ
て
く
れ
て
良
か
っ
た

で
す
。

須
田

広
子

ひとりぼっちの障害者をなくそう！ ②
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ありがとうございました
風の子で作っている商品を売りに行き

ました。お茶とかハガキが結構売れまし

た。最初これらは売れないのではと話し

ていたのですが。

マリンバの演奏も楽しめました。マリ

ンバの演奏に合わせて、観客が手を叩く

という体験コーナーがありました。

朝は雨が降っていたのですが着く頃に

は止んできて、帰る頃には完全に晴れま

した。

とても楽しい一日でした。

青木 和代

「 」高輪センター みんなとほっとコンサート
に出店しました！

工
房
実
習
所
報
告

も
ち
つ
き
大
会
を
し
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
、
二
月
十
五
日
に
消
防
訓
練
が
あ
り

ま
し
た
。
和
紙
作
り
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

メ
モ
帳
の
注
文
が
沢
山
来
た
の
で
び
っ
く
り
し

て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
商
品
を
出
す

か
ど
う
か
を
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

今
度
、
新
し
い
内
職
が
来
る
よ
う
な
の
で
、

楽
し
み
で
す
。

福
島

基
予
子

企
画
実
習
所
報
告

早
稲
田
大
学
の
学
生
さ
ん
が
障
害
者

の
在
宅
就
労
に
つ
い
て
の
調
査
で
取
材
に

来
ま
し
た
。

ま
た
今
年
も
き
ょ
う
さ
れ
ん
の
請
願
署
名
・

募
金
活
動
の
支
度
を
や
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
い
ま
制
作
中
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。新

し
い
メ
ン
バ
ー
が
企
画
に
入
り
ま
し

た
。
小
田
さ
ん
と
い
う
男
の
人
で
す
。

松
本

恵
司
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虫めがね
テーマ「ドラえもんの欲しい道具」

メンバーにとっては少し難しいお題
だったようです。さあ、どんな話が聞
けるでしょうか？

僕がドラえもんの道具で

欲しいものは、もしもボック

スです。もしもボックスは電

話ボックスの形をしていて、

「もしもこんな世界になった

ら と電話で話すと本当に そ」 「

の通りの世界になる」アイテ

ムです。最強の秘密道具かも

しれません 「もしも世界中。

から、核兵器がなくなったら」とか「もし

、 」も世界中から 全ての病気がなくなったら

とかが実現することになります。

しかし、もしもボックスはドラえもんの

話の中では、あまり使われません。もしも

ボックスは「ものすごく強力な道具」です

、 。から 使用制限がかかっているのでしょう

残念ですが、世界がひっくり返るので、め

ったに使われないのです。いろんなことを

考えさせてくれるドラえもんの世界は、と

ても楽しくて奥が深いと思います。

２１１２年９月３日が、ドラえもんの誕

生日です。

１０３年後のことを私達が知ることはで

きませんが、地球温暖化が進み、人間の力

で解決できなかったら、ドラえもんが、め

、 「 」ったに使えない 強力な もしもボックス

を使って、地球を助けてくれるかもしれま

せん。

佐久間 庸

今月号は、私三木に虫めがねの担当が回

ってきました そのテーマはというのが ド。 『

ラえもんの欲しい道具』というのですが、

やはり道具といえばこれしかないでしょ

う、そうですあれです『どこでもドア！』

数ある道具の中でシンプルかつ誰でも知っ

ているのがタケコプターとどこでもドア、

ではないでしょうか。私はどちらを選ぶか

と聞かれたら間髪入れずに『どこでもド

ア！』と答えます。

旅行好きな自分としては、時間を有意義

に使ってその土地の観光を楽しみたいから

です。理由は簡単です。交通費が高くて買

えないし駅の弁当も味気なくて好きになれ

ないから。だったらその土地の名産物を食

べるのが一番です。ですからどこでもドア

なら好きな時に好きな場所に行って好きな

時に帰って来られるので選びました 駅。（

弁好きな人は、多々いると思います。また

旅は駅弁からと言う人もいると思いますが

・・・）一方のタケコプターは？というと

・・・。上空は、寒いし飛距離がないから

です （しかも身体を保護するものがない。

から危険過ぎ 。）

三木 直人

今
回
の
テ
ー
マ
は
ド
ラ
え
も
ん

の
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
に
あ
る
、
自
分

が
欲
し
い
道
具
を
と
い
う
こ
と
で

し
た
が
、
実
際
の
話
、
私
は
ド
ラ

え
も
ん
を
Ｔ
Ｖ
も
映
画
も
見
て
は
い
な
い
の
で
タ
ケ
コ
プ
タ
ー
ぐ

ら
い
し
か
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
う
ち
の
旦
那
も
同
様
で
何
を
書

、

、

い
た
ら
良
い
の
か
解
ら
ず

職
員
に
説
明
を
求
め
て
い
ま
し
た
が

私
は
そ
の
数
の
多
さ
に
は
正
直
驚
き
ま
し
た

子
供
の
時
か
ら

自

。

「

然
」
に
憧
れ
を
持
っ
て
い
た
私
は
、
好
き
な
季
節
の
ダ
イ
ヤ
ル
に

合
わ
せ
る
と
、
半
径
三
メ
ー
ト
ル
以
内
が
そ
の
季

節
に
な
る
「
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
バ
ッ
ジ
」
が
欲
し

い
で
す
。
日
本
の
四
季
折
々
の
大

自
然
の
一
部
に
な
っ
て
、
愛
す
る

人
達
に
見
る
喜
び
を
感
じ
る
喜
び

を
と
思
っ
て
い
ま
す
。太

田

圭
子



僕
は
ド
ラ
え
も
ん
を
は
じ
め
て
テ

レ
ビ
で
見
た
の
は
も
う
遙
か
昔
、
小

学
校
の
頃
で
し
た
。
だ
け
ど
も
、
僕

は
あ
ま
り
当
時
か
ら
、
マ
ン
ガ
よ
り

も
、
ド
ラ
マ
や
歌
番
組
の
方
ば
か
り

見
て
い
た
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
漫
画
好

き
と
い
う
訳
で
は
な
く
、
勿
論
「
ド

ラ
え
も
ん
」
も
あ
ま
り
好
き
と
い
う

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
勿

論
テ
レ
ビ
で
も
あ
ま
り
見
て
い
た
ほ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
け

れ
ど
も
、
ド
ラ
え
も
ん
の
四
次
元
ポ

ケ
ッ
ト
を
見
て
い
く
う
ち
に
「
あ
ー

こ
れ
い
い
な
ー
。
普
段
か
ら
生
身
の

人
間
の
世
界
に
も
あ
っ
た
ら
い
い
だ

ろ
な
ー
」
と
思
っ
た
も
の
は
二
つ
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
ど
こ
で
も
ド

。

、

ア
や
ス
モ
ー
ル
ラ
イ
ト
で
す

ま
あ

使
い
み
ち
、
用
途
に
つ
い
て
は
、
読

者
の
み
な
さ
ん
の
想
像
に
お
任
せ
し

ま
す
。

天
海

隆
一

⑤ ひとりぼっちの障害者をなくそう！
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夕会便り
担当・太田 圭子

１月３１日 インターネット販売について

きょうされんから風の子の作業所で作っている製品を、ネットで売ってみないかとの

話がきたとかで夕会にかけられましたが、今日は工房の人達の大半がバザーの販売で

出掛けて留守だったので、この事はまたゆっくりみんなで話し合うことになりました。

２月７日 続インターネット販売について

先週行われたインターネット販売についての詳しい説明がなされ、決を取った結果

賛成者が多かったので、風の子会もネット販売に参入する方向でいく事になりました。

朝
、
ド
ラ
え
も
ん
の
テ
ー
マ
曲
の
目
覚
ま

し
で
目
覚
め
る
。
確
か
、
途
中
で
「
ぼ
く
、

。
」

。

ド
ラ
え
も
ん
で
す

と
叫
ん
で
い
る
み
た
い

そ
し
て
、
ボ
ー
ッ
と
し
た
ま
ま
、
ト
イ
レ
へ

行
く
。
そ
の
と
き
、
一
番
初
め
に
目
に
入
る

の
は
、
こ
れ
ま
た
、
つ
る
し
て
あ
る
「
ド
ラ

え
も
ん
」
の
キ
―
ホ
ル
ダ
ー
、
そ
れ
を
見
つ

め
て
一
日
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
こ
ん
な
に
も

「

」

、

、

ド
ラ
え
も
ん

の
存
在
が

身
近
な
の
に

私
は
ア
ニ
メ
を
見
た
こ
と
が
な
い

「
サ
ザ
エ

。

さ
ん
」
は
、
毎
週
見
て
い
る
の
だ
け
れ
ど
。

や
は
り
、
年
代
が
そ
う
さ
せ
る
の
か
、
オ
バ

サ
ン
に
は
、
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
。
わ
か

ら
な
い
の
に
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
が
た

く
さ
ん
家
に
並
ん
で
い
る
。
不
思
議
な
気
が

し
な
い
で
も
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
「
ド
ラ
え

」

、

。

、

も
ん

は

人
気
が
あ
る
の
だ
ろ
う

私
が

「
ド
ラ
え
も
ん
の
ポ
ケ
ッ
ト
」
に
託
す
こ
と

は
、
世
界
中
か
ら
障
害
者
を
な
く
す
こ
と
。

障
害
を
持
つ
人
々
が
い
な
い
世
の
中
で
あ
っ

て
ほ
し
い

（
障
害
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
と
い

。

う
人
は
別
だ
が

）
精
神
的
、
肉
体
的
、
あ
り

。

と
あ
ら
ゆ
る
障
害
を
な
く
し
て
ほ
し
い
。
そ

う
す
れ
ば
戦
争
も
な
く

な
る
と
思
う
。
思
い
や

る
心
も
お
互
い
に
今
よ

り
強
く
な
る
と
思
う
か

ら
。

吉
田

久
代

虫めがね ～つづき～
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寄
付
の
お
礼一

月
九
日
～
二
月
七
日

寄
付
を
下
さ
っ
た
方

井
出
義
文
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

お詫び

今月の連載 シベリヤ秘話 母『 』『

の思い出』は作者の都合により

休載させていただきます。鋭意

執筆中ですので、つづきをご期

待下さい。

学習会報告

・・・前半は岡本さん出題の算数でした。難易度がとても１月２１日（水）

高く、みんなで頭を抱えました。後半は古典落語のビデオを観て楽しみまし

た。

・・・今日は鬼のお面をみんなで作り、新聞で作った豆で１月２８日（水）

鬼退治をしました。日頃のストレス？を鬼に思いっきりぶつけて楽しみまし

た。

・・・健康診断に行く人が多いため、いつもより少ない学習２月４日（水）

会でした。残りのメンバーは心理テストを行いました。
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第１５話 花見（というタイトルでいいのだろうかと思いつつ）

３年目の初日前夜も、僕はいつも通りに徹マンに明け暮れていた。朝方に終了となり、ベッ
ドに入ろうかとしている時に同じ学年で広島出身のＣが部屋に入ってくるなりこう言った「今
からどっかドライブ行かねえか？ 。その時部屋にいたのはこの年同じ部屋に住む事になった」
後輩のＨと同じ学年の親友のＩ、それに前年一緒の部屋だった同じ学年のＵだった。この頃は
みんな２０代前半で体力があり余っていて、徹夜明けでも何か楽しいイベントの予感があれば
みんなすぐに乗ってしまうのだ 「いいねえ。じゃあどこ行くか？ 「時期的には桜がちょうど。 」

」「 。 」 「 」いいんじゃねえか？ 桜かあ どのへんだろ？ Ｉが口を挟む 目黒あたりなんてどうだ？
Ｉは実家が滋賀ということになっているが、高校までは目黒に住んでいたので土地勘があるの
だ 「目黒川沿いの桜はけっこういいぞ」反対するものは誰もいなかった 「よし、じゃあ目黒。 。
の花見に決定！」部屋を出て玄関で靴を履き、階段を降りて車に乗り込む。
１８００ のターセルに５人も乗れば車内はぎゅうぎゅう詰めだ。しかも５人中２人は体cc

格ががっしりとしているので圧迫感は更に強まる 「もっとつめろよ 「おまえがつめればいい。 」
だろ 「わーい、なんかおしくらまんじゅうみたい」後部座席で騒がしいＣとＩとＵを見やり」

、 「 」。ながら僕は助手席に座り Ｈが運転席に乗る みんなちゃんと乗りましたか？ 出発しますよ
寮を出て南へ少し走ると国道２４６号線がある。２４６を東京方面に向かって進めば目黒近辺
に辿り着くのだ。時間帯がちょうど通勤ラッシュ時と重なったせいか、２４６を進むにつれて
車の量は徐々に増えていき、やがて全く動かないような渋滞にハマった 「俺らも３年か」渋。
滞の中Ｉがぽつりと言った 「去年は授業サボリまくったから、今年はちょっとマジメに学校。
行かないと」自嘲気味に僕が呟くとＨが続いた「僕なんか、去年ほとんどガッコ行かなかった
っすよ 「自慢することじゃねえだろ」車内がどっと湧いた 「ま、みんな似たり寄ったりって」 。
ことだな」そんなやりとりをしながら、ようやく目黒が近づいてきた。
左折右折を繰り返してようやく目黒川に着いた。車を停めて５人で少し川沿いを歩いてみる

ことにする。桜は、五分咲きくらいで見頃にはやや早い感じの咲き加減だったが、ドライブが
てらに眺めるには丁度いい頃合だった 「今年はどんな１年生が入ってくるんだろう」Ｈが桜。
を見上げながら言った 「ほら、僕は今年新歓実行委員じゃないですか。ちょっと気になって。
るんですよね」Ｃが応える「どんな後輩が来ても、大切なのは俺らがちゃんと盛り上げられる
かってことじゃないか」少し間をあけてからＨは「そうですね」と答えた 「まあ、一つだけ。
言えるのは、お前らの学年よりはマシだろってことだな」冗談まじりに僕が言うと、Ｈも笑っ
て返した 「それと、カワイイ女子が入ってくるといいな」３０分くらいそうして川沿いを歩。
いた。
花見を終えると、来た道をまた戻る帰途についた。その間の車内も同じような賑やかさだっ

た。寮に着き、部屋に戻って一服していると、少し遅れてＨが入ってきてこう言った「今夜の
入寮式のあとの飲み会用の酒を買ってこいといわれたんだけど・・・」マルボロを灰皿に押し
つけながら「付き合うか？」言うとＨはにっこり笑いながら車のエンジンをかけに降りていっ
た。
そうして僕は午後もあまり眠ることなく、そのまま入寮式に向かうことになった。今だった

らそんな無茶な一日を過ごすことはほとんど不可能に近いが、当時はこれが日常だった。徹夜
なんて当たり前だったし、そんな風に遊ぶことが本当に楽しかったのだ。
だから、その夜の入寮式も思い切り騒いだというのは、いうまでもない。

～ 第１６話につづく ～
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